
　これまで、授業公

開・授業研究会と言

えば、大学の教員が

「共同研究者」とか

「助言者」として出か

けていくものでした。

　しかし、教職大学

院では、大学の教員

も自らの授業につい

て研究をします。

　授業のあり方、教職大学院としての使命について、連携協力校、

附属学校、教育委員会、教育センター等の先生方か

ら貴重な示唆を頂戴しました。

　「岩手の教育課題」は、必修の授業です。大学の

研究者教員と実務家教員

がチームティーチングで

行いました。

　学卒院生9名、現職院

生8名が一緒に受講し、

アクティブに意見交流を

しました。

「岩手の教育課題」の授業を公開しました！

院生生活どうですか？
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岩手大学教職大学院

　学校経営と組織マネジメントに関する高度

な専門的力量の習得を目指します。現職院生

（現職の教員で、教職大学院に派遣されたベ

テランのみなさん）が、8月30日から岩手県

立総合教育センターでの実習に取り組みます。

　岩手の教員を目指す学卒院生（教育学部を

卒業し、教職大学院に進学したフレッシュな

みなさん）が7月23～24日の採用試験に挑

みました。採用されると、教職大学院を修了

してから着任します。

岩手大学大学院  教育学研究科  教職実践専攻

　7月29日に、院生と教員が、この教職大学院につい

て語り合う会を開きました。教員、院生合わせて30

名余が膝を交えました。私たちは、共に、教職大学院

を作り上げていく仲間でもあります。

現職院生が
学校マネジメント力開発実習に

取り組みます！

学卒院生が教員採用試験に
挑みました！

理
論
と

実
践
の

融
合
。

意見交流の結果を発表する現職院生

平成28年7月15日第1回授業公開・授業研究会

教員と語らう現職院生（左手前）、学卒院生（左中、奥）

院生懇談会  平成28年7月29日

　岩手大学教職大学院

は、岩手県教育委員会

との連携のもと、高度な専門的・実践的力量

を有する教員を養成し、これまで以上に岩手

県をはじめとする地域の学校教育の発展に貢

献したいと考えています。皆様のご理解とご

支援をお願い申し上げます。

教育学研究科長挨拶

遠 藤 孝 夫
教育学研究科長

現職院生の経験をも
っと伝える場があれ
ば、もっと活気がで
ると思う　［現職院生］

スクールリーダーを育成す

るという教職大学院のね

らいを意識してこれからも

がんばりたい    ［現職院生］

深い学びのために、演習
や話し合いの時間を増
やして欲しい ［学卒院生］

この懇談会では、普段なかなか
話すことができない先生方と
も大学院のあり方について話
し合うことができた  ［学卒院生］


